
     

                            

2023年8月22日 

各 位 

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 三 丁 目 1 4 番 1 0 号 

株  式  会  社    ハ ブ 

代 表 取 締 役 社 長   太  田      剛 

（ コ ー ド ： 3 0 3 0 ） 

問合せ先  常務取締役管理本部長  高見  幸夫 

電 話 番 号  0 3 - 3 5 2 6 - 8 6 8 2 

 

 

 

 

 

プライム市場の上場維持基準への適合状況並びに 
スタンダード市場への選択申請及び適合状況のお知らせ 

 

 

 

当社は、2021 年 12 月 20 日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」を公表し、その進

捗状況について 2023 年５月 30 日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」に

おいて開示しております。 

今般、2023 年４月１日施行の株式会社東京証券取引所の規則改正に伴い、スタンダード市場への再選

択の機会が得られたことから、改めて当社上場市場区分について社内議論を重ねた結果、本日開催の取締

役会においてスタンダード市場への選択申請を決議するとともに、申請いたしましたので、お知らせいた

します。 

なお、選択市場にかかわらず、当社は、経営理念「英国 PUB 文化を日本において広く普及させるため、

英国風 PUB を通じてお客様に感動をあたえる「感動文化創造事業」を展開する」を実現する為、4 つの

経営方針「正直な経営」、「着実な経営」、「常に変革する経営」、「従業員重視の経営」を定めており、これ

らをブレることなく推進してまいります。また、経営環境の変化に応じて柔軟に対応できる組織体制を整

備するとともに、リスク管理体制の強化やコンプライアンスの徹底等を進め、経営の透明性の確保に真摯

に取り組むことにより、コーポレート・ガバナンスの一層の充実を図るという当社方針が変わるものでは

ございません。 

 

 

記 

 

1. 当社の上場維持基準の適合状況について 

当社は 2023 年５月 30 日付けで開示いたしました「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進

捗状況について」にてお知らせしておりますが、その推移及び直近基準日時点において下表のとお

りです。プライム市場の上維持基準への適合状況につきましては、「流通株式時価総額」のみ基準に

適合しておりません。 



 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

1 日平均 

売買代金 

移行基準日時点※1 

（2021 年 6 月末） 
7,487 人 56,269 単位 40.1 億円 49.9% 0.26 億円 

2023年2月末時点※1 

（直近基準日時点） 
9,343 人 68,193 単位 44.4 億円 53.1％ 0.60 億円※2 

上場維持基準 800 人 20,000 単位 100 億円 35％ 0.20 億円 

計画書に記載した 

計画期間 
適合 適合 

2027 年 

2 月期 
適合 適合 

※1. 当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況

等をもとに算出を行ったものです。 

※2. 日次平均売買代金については、2022 年 1 月～2022 年 12 月の 12 か月間平均として株式会社東京証券

取引所が算出した数値となります。 

 

 

2. 上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価 

当社は、2021 年 12 月 20 日公表の「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」において、

プライム市場の上場維持基準適合に向けた取組の基本方針を定め、「中期経営計画（2022 年度～2024

年度）」の推進と達成を通じ、流通株式時価総額の向上に向けた取組を進めてまいりました。 

取組の実施状況につきましては、長引くコロナ禍の影響から平常の事業活動が行える外部環境の

変化がありましたが、感染症の第７波と第８波の影響もあり、業績に関しましては未だコロナ禍前

の水準には戻っておりませんでした。そのような中、決算説明会の書き起こし記事を配信すること

で、従来よりも多い潜在投資家へアプローチし、同時に機関投資家との個別面談の実施、各種プラ

ットフォームでの積極的な情報発信活動による認知度の向上に努めてまいりました。また、当該期

間のスポーツや IP コンテンツなどを起点とした取組が、お客様や協業企業からのご支持を得てきて

おり、MIXI GROUP をはじめとする各社との協業が拡大しておりましたが、直近基準日においても

上場維持基準を充足するには至りませんでした。 

 

 

3. スタンダード市場の選択理由について 

当社は、2021 年 12 月にプライム市場を選択以降、上記に記載しました取組を通じてプライム上

場維持基準の充足に向けて取組んでまいりましたが、今般以下の理由から、スタンダード市場を選

択いたしました。 

 

・コロナ禍において毀損された業績を回復することに経営資源を集中し、持続的な成長と中長期

的な企業価値の向上を目指すことが、全てのステークホルダーにとって最適であると判断いたしま

した。 

 

また、当社はスタンダード市場への選択申請時点で、下表のとおり同市場全ての上場維持基準に

適合していることを確認しております。今後、上場維持基準の各項目の判定基準日時点において、

同市場の上場維持基準のいずれにも適合している場合、「スタンダード市場の上場維持基準への適合

に向けた計画」につきましては開示いたしません。 

 

 



 株主数 
流通 

株式数 

流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

月平均 

売買高 

純資産 

の額 

当社の状況※1 

（2023 年２月末） 
9,343 人 68,193 単位 44.4 億円 53.1％ 

33,811 単位 

※2 

22.4 億円 

スタンダード市場

の上場維持基準 
400 人 2,000 単位 10 億円 25％ 10 単位 正 

当社の適合状況 適合 適合 適合 適合 適合 適合 

※1.当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状

況等をもとに算出を行ったものです。 

※2.月平均の売買高については、2023 年 1 月から 2023 年 6 月までの６か月間平均として当社が算

出した数値となります。 

 

 

4. 現在開示している適合計画書について 

当社は、スタンダード市場への再選択を申請いたしましたが、2021 年 12 月 20 日に提出した「新

市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」の内容を踏襲しつつ、今後も高いガバナンス水準

の維持や積極的な情報開示に努めるとともに、持続的な成長と企業価値の向上に取組んでまいりま

す。 

 

 

5. スタンダード市場への移行予定日 

スタンダード市場への移行は、2023 年 10 月 20 日を予定しております。 

 

以 上 


